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・国際共著論文は、海外の共著者が最
低一人はいる論文が対象
・設置学部、学問分野に応じて標準化

ラ
ン
キ
ン
グ
結
果
分
析

　
Ｔ
Ｈ
Ｅ
に
よ
る
各
大
学
の
評
価
は
、

上
の
表
に
あ
る
通
り
、
５
分
野
13
指
標

に
基
づ
く
。
ま
ず
、
13
指
標
を
そ
れ
ぞ

れ
０
〜
１
０
０
の
ス
コ
ア
で
評
価
。
こ

れ
を
割
合
に
応
じ
て
足
し
合
わ
せ
た
総

合
ス
コ
ア
を
算
出
し
、
高
い
順
に
ラ
ン

ク
付
け
が
な
さ
れ
る
。
計
算
式
に
つ
い

て
は
、世
界
４
大
会
計
事
務
所
の
１
つ
、

プ
ラ
イ
ス
ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス
ク
ー

パ
ー
ス
の
監
査
を
受
け
、
公
正
さ
を
確

保
し
て
い
る
。

　
な
お
、
参
加
大
学
の
条
件
を
平
等
に

す
る
た
め
、
左
の
よ
う
な
３
つ
の
除
外

条
件
を
ク
リ
ア
し
た
大
学
の
み
が
ラ
ン

分
野・指
標
に
よ
っ
て

評
価
割
合
が
異
な
る

キ
ン
グ
対
象
と
な
る
。

　
上
の
表
の
「
デ
ー
タ
元
」
と
そ
の
割

合
に
注
目
す
る
と
、「
大
学
入
力
情
報
」

の
合
計
が
約
3
分
の
１
と
高
い
割
合
を

占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
規

模
が
大
き
い
大
学
の
場
合
、
デ
ー
タ
の

集
約
は
簡
単
な
作
業
で
は
な
い
。
経
営

企
画
室
な
ど
学
内
調
整
機
能
を
持
っ
た

部
署
と
の
連
携
が
必
須
と
な
る
。

　
数
値
の
算
出
方
法
に
つ
い
て
は
学
内

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
、
ス
ム
ー
ズ
に

入
力
す
る
た
め
に
は
、
全
学
の
デ
ー
タ

形
式
の
統
一
や
関
係
部
署
と
の
協
力
関

係
の
構
築
を
、
日
常
的
に
行
っ
て
お
く

こ
と
が
肝
心
だ
ろ
う
。
特
に
指
標
を
算

出
す
る
際
の
分
母
と
な
る
こ
と
が
多
い

教
員
数
・
研
究
者
数
に
つ
い
て
は
意
思

統
一
が
必
要
だ
。

　
ち
な
み
に
評
価
対
象
の
論
文
が
数
年

前
か
ら
の
も
の
な
ど
、
ス
コ
ア
に
改
革

努
力
が
反
映
さ
れ
る
ま
で
に
は
時
間
が

か
か
る
。
自
学
の
課
題
に
つ
い
て
は
１

日
も
早
く
取
り
組
み
た
い
。

　「
教
育
」
の
ス
コ
ア
は
、
２
年
間
で

の
べ
２
万
人
以
上
か
ら
回
答
を
得
て
い

る
評
判
調
査
が
評
価
の
柱
で
15
％
を
占

め
て
い
る
。
博
士
号
取
得
者
数
は
、
研

究
者
の
育
成
、
学
部
生
の
能
力
開
発
を

測
る
指
標
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
に
教
育

の
手
厚
さ
を
示
す
Ｓ
Ｔ
比
、イ
ン
フ
ラ
・

施
設
の
充
実
度
を
表
す
大
学
の
総
収
入

か
ら
算
出
さ
れ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
は
全
体
的
に
高
水
準

出
色
は
Ｎ
Ｕ
Ｓ
の
取
り
組
み

　
ア
ジ
ア
の
大
学
が
強
い
分
野
で
、
中

で
も
注
目
す
べ
き
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国

立
大
学
（
Ｎ
Ｕ
Ｓ
）
の
野
心
的
な
取
り

組
み
だ
。
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
力
を
入

れ
、
学
部
生
の
80
％
以
上
が
留
学
を
経

験
。
上
海
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
な
ど
、

外
国
の
技
術
拠
点
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
よ
る
起
業
家
教
育
を
行
っ

て
お
り
、
学
生
と
卒
業
生
に
よ
っ
て
２

５
０
社
以
上
の
企
業
が
誕
生
し
て
い
る
。

　
日
本
は
ア
ジ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｐ
20
に
４
校
が

ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ス
コ

ア
を
高
め
る
に
は
、
評
判
調
査
で
海
外

の
研
究
者
に
自
学
名
を
挙
げ
て
も
ら
う

必
要
が
あ
る
。
特
色
あ
る
教
育
を
推
進

す
る
だ
け
で
な
く
、
ま
ず
は
大
学
名
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
国
際
広
報
に
力

を
入
れ
る
の
も
、
海
外
で
の
認
知
に
欠

け
る
大
学
に
と
っ
て
は
一
つ
の
方
策
だ
。

ま
た
、
大
学
の
収
入
を
増
や
し
、
教
育

環
境
の
整
備
に
も
取
り
組
み
た
い
。

﹇
除
外
条
件
﹈

①
大
学
生（
学
部
生
）を
教
え
て
い
な
い
大
学

②
2
0
1
2
〜
2
0
1
6
年
の
研
究
論
文

の
数
が
1
0
0
0
（
年
間
で
最
低

1
5
0
）に
満
た
な
い
大
学

③
活
動
の
80
％
以
上
が
、Ｔ
Ｈ
Ｅ
側
が
定

め
る
８
つ
の
学
問
分
野
の
う
ち
１
つ
だ

け
に
集
中
し
て
い
る
大
学

　（
除
外
し
な
い
こ
と
も
あ
る
）

産業界から
の収入

研究

被引用
論文

国際性

15%

4.5%

2.25%

6%

2.25%

18%

6%

6%

30%

2.5%

2.5%

2.5%

2.5%

30%

30%

30%

2.5%

7.5%

2016、2017年

2014年

2014年

2014年

2014年

2016、2017年

2014年

論文数は
2012～2016年／
研究者数は2014年

対象論文は2012
～2017年刊行物、
引用回数は
2012～2016年

2014年

2014年

2014年

2012～2016年

エルゼビア社評判調査

大学入力情報

大学入力情報

大学入力情報

大学入力情報

エルゼビア社評判調査

大学入力情報

エルゼビア社Scopus

／大学入力情報

エルゼビア社Scopus

大学入力情報

大学入力情報

大学入力情報

エルゼビア社Scopus
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4

5

6
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=9
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12

13
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15

16

17
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=19

=19

中国

中国

日本

シンガポール

日本

韓国

香港

中国

香港

中国

韓国

香港

韓国

インド

日本

中国

中国

台湾

中国

日本

=27

30

46

=22

=74

=74

40

116

58

=177

=95

44

=111

251‒300

201‒250

=188

132

=198

=169

201‒250

83.0 

80.2 

79.5 

77.4 

71.8 

69.3 

68.8 

59.5 

57.0 

57.0 

56.3 

55.2 

54.1 

53.8 

53.7 

53.5 

52.7 

50.4 

49.6 

49.6 

順位 教育機関 世界ランク
（総合）

教育国/地域

教育 アジアTOP20

30％
教
育

Teaching

・評判調査＜教育＞ 15％
・教員数：全学生数比率 4.5％
・博士課程学生数：学士課程学生数比率 2.25％
・博士号取得者数：教員数比率 6％
・大学総収入：教員数比率 2.25％

北京大学

清華大学

東京大学

シンガポール国立大学

京都大学

ソウル大学

香港大学

復旦大学

香港中文大学

浙江大学

韓国科学技術院（KAIST）

香港科技大学

成均館大学（SKKU）

インド理科大学院

大阪大学

上海交通大学

中国科学技術大学

国立台湾大学

南京大学

東北大学

ＴHＥ世界大学ランキング2018の評価指標

評判調査＜教育＞

教員数　：全学生数比率

博士課程学生数：学士課程学生数比率

博士号取得者数：教員数比率

大学総収入：教員数比率

評判調査＜研究＞

研究助成金および研究関連収入
：教員数比率

論文数：研究者数　 比率

１論文あたりの被引用回数

産業界からの研究助成金
および研究関連収入
：教員数比率

外国人留学生数：自国籍学生数比率

外国籍教員数：自国籍教員数比率

国際共著論文数：自学の論文数比率

教育

・評判調査は、エルゼビア社のデータ
ベースからランダムに抽出された研究者

（地域や学問分野の偏りを調整）が優
れている大学を最大15校回答。加えて
その15校と重複のない大学を自国から
６校回答。2016-17の集計。回答者数
は20891人。
・大学の総収入は、各国の購買力平価
で為替を調整している

・学問分野による引用数のばらつきを調整
・国ごとの補正値を合成したスコア

・論文数はエルゼビア社のデータベース
に登録されている学術誌に掲載された
論文数
・大学の規模、学問分野に応じて標準化

分野 指標／指標中の割合 割合 対象年度 データ元 備考

特集●国際競争力を高めるための世界大学ランキング

Ｔ
Ｈ
Ｅ
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
の
ス
コ
ア
を
構
成
す
る
５
つ
の
分
野
に
つ
い
て
、ア
ジ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｐ
20
の
結
果
を
紹
介
。

日
本
の
大
学
の
位
置
づ
け
や
課
題
、着
目
す
べ
き
海
外
大
学
の
動
き
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

・教育分野の評判調査と同じ

・研究費は各国の購買力平価で為替調整
・設置学部、学問分野に応じて標準化

・各国の購買力平価で為替を調整

分
野
別

デ
ー
タ
と
そ
の
入
力
体
制
の

整
備
を
戦
略
的
に

東京大学大学院
教育学研究科
准教授

100位以内に入ったアジアの大学の分野別スコア
順位 教育機関国／地域 教育 研究 被引用

論文
産業界

からの収入 国際性

81.3 
74.2 
71.4 
74.2 
93.1 
63.7 
90.7 
80.6 
50.9 
60.6 
70.4 

88.2 
85.1 
93.2 
77.9 
68.4 
85.2 
63.0 
64.4 
78.6 
71.2 
59.2 

77.4 
83.0 
80.2 
68.8 
55.2 
79.5 
49.5 
57.0 
71.8 
69.3 
56.3 

シンガポール
中国
中国
香港
香港
日本
シンガポール
香港
日本
韓国
韓国

95.8 
53.0 
41.0 
99.5 
83.4 
32.2 
95.9 
86.6 
28.8 
34.1 
35.6 

61.9 
100.0 
99.8 
54.0 
58.1 
52.7 
94.0 
56.8 
93.8 
79.8 

100.0 

　今回のランキング結果では、会津大など特徴ある大学が入っており、日
本の大学の多様性を見てもらうよい機会になりました。また、地方国公立
大が多数ランクインしたことは、教育の質の高さが認められた結果といえ
ます。特に工学・農学のレベルは世界的に高いので、ここに国際感覚と
語学力が加われば、さらにプレゼンスを高められるでしょう。
　日本の大学の研究・教育システムは、研究に許された圧倒的な自由
度、理系の研究室において学部生の頃からチームを組んで科学者を育て
るメソッドなど、独自の魅力を持っています。教育方法については国家的
に海外への売り出しを図っており、インドやマレーシアで高い関心を呼ん
でいます。
　一方で順位を見ると、中国などアジア各国が上昇している中、日本は相
対的に低下しました。中でも順位を落とした東大は、被引用論文のスコア
の低さが問題です。実は、東大は評判ランキングだと11位とトップレベル
なのです。しかしその内訳は、ほかのアジアの大学と同様、理工系に偏重
し、人社系含めどの分野も偏りがないオックスブリッジなどとは異なります。
　日本の大学はもっと人社系の研究も海外に発信し、日本の文化、思想
のファンを増やすべきです。日本人のものの見方を研究を通じて広めた
り、留学生を増やして日本に理解ある人を増やすことは、いわば「知識外
交」です。長い目で見れば安全保障面にも効果があると思われます。大学
間での健全な競争と協調による研究の推進は、世界平和にも貢献する
ものとなるでしょう。
　このような視点に立つと、日本の大学はランキングにどう対応すべきか？

　まず前提として、ランキングは順位ではなく、自学の強み弱みをとらえる
ものとして冷静に受け止めること。そして分野に偏りなく国際共同研究を
進めることです。今、国際共同研究はそれ自体が目的化している傾向にあ
りますが、それでは本末転倒でしょう。レベルの高い研究であれば、「結果
的に」海外からオファーがあり、国際共同研究になります。
　研究のしかたも課題です。日本は深掘り型の研究は得意ですが、横に
広げる研究は不得意でした。そこで、より積極的に領域や分野を広げて
共同研究を行うことで、影響力のある研究になるはずです。

海外に日本の大学の魅力を発信し
「横に広げる」研究を きたむらゆうと●1972年生まれ。慶應義塾大

学文学部卒業。カリフォルニア大学ロサンゼル
ス校教育学大学院社会科学・比較教育学科修
士課程・博士課程修了。Ph.D.（教育学）。専門
は、比較教育学、国際教育開発論。

北村友人

グローバル化時代の教育を研究する北村准教授は、
人文社会系を含む全分野の国際共同研究の推進を訴える。

総合

82.8 
79.2 
79.0 
75.1 
72.7 
72.2 
70.5 
68.5 
64.9 
64.9 
60.9 

=22（24）

=27（29）

　30（35）

　40（＝43）

　44（49）

　46（39）

　52（54）

　58（76）

=74（＝91）

=74（＝72）

=95（＝89）

シンガポール国立大学
北京大学
清華大学
香港大学
香港科技大学
東京大学
南洋理工大学
香港中文大学
京都大学
ソウル大学
韓国科学技術院（KAIST）

＊１　教員数：授業を担当している教員のみ集計　　＊２　研究者数：授業を担当していない教員も含んだ教員数　　※人数はＦＴＥ換算値。フルタイムの何人分に相当するかで示したもの

＊（　）内は前回

＊1

＊2
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・産業界からの研究助成金および
　研究関連収入：教員数比率 2.5％

・評判調査＜研究＞ 18％
・研究助成金および研究関連収入
　：教員数比率 6％
・論文数：研究者数比率 6％

・１論文あたりの被引用回数 30％

・外国人留学生数：自国籍学生数比率 2.5％
・外国籍教員数：自国籍教員数比率 2.5％
・国際共著論文数：自学の論文数比率 2.5％

　
研
究
の
影
響
力
を
１
論
文
あ
た
り
の

被
引
用
回
数
に
よ
っ
て
測
っ
て
い
る
。

各
大
学
の
研
究
が
ど
れ
だ
け
世
界
の
学

術
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
共
有
さ
れ
、
学
術

の
発
展
に
貢
献
し
た
か
が
示
さ
れ
る
。

　
ア
ジ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｐ
20
を
見
る
と
、
日
本

で
は
藤
田
保
健
衛
生
大
学
が
こ
の
分
野

の
国
内
ト
ッ
プ
で
、
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ

へ
の
初
ラ
ン
ク
イ
ン
の
原
動
力
と
な
っ

研
究
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と

海
外
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
参
加

て
い
る
。
こ
れ
は
話
題
性
の
高
い
論
文

が
頻
繁
に
引
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と

い
う
。

　
し
か
し
日
本
全
体
で
見
る
と
、
研
究

の
ス
コ
ア
の
高
さ
の
割
に
は
論
文
は
引

用
さ
れ
て
い
な
い
。打
開
策
の
一
つ
が
、

国
際
共
同
研
究
の
推
進
だ
。
レ
ベ
ル
の

高
い
研
究
を
行
っ
た
う
え
で
世
界
に
周

知
を
図
り
、
興
味
を
感
じ
て
く
れ
た
海

外
の
研
究
者
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ

り
、
論
文
引
用
が
相
互
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
周
知
を
図
る
に
は
、
海
外

の
研
究
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
積
極
的
に
参

加
し
て
、
顔
を
覚
え
て
も
ら
う
必
要
も

あ
る
だ
ろ
う
。

　
こ
こ
10
年
海
外
に
比
べ
て
日
本
の
論

文
数
シ
ェ
ア
や
被
引
用
回
数
の
低
下
が

著
し
い
。
研
究
者
個
人
の
努
力
だ
け
で

は
海
外
の
ト
ッ
プ
大
学
に
は
追
い
付
か

な
い
。
組
織
的
に
研
究
の
影
響
力
を
高

め
る
し
く
み
を
つ
く
る
べ
き
だ
ろ
う
。

1

2

3

4

5
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8

=9

=9

11

12

13

=14

=14

16

17

=18

=18

20

イラン

サウジアラビア

韓国

香港

シンガポール

シンガポール

パキスタン

香港

香港

ヨルダン

中国

韓国

日本

中国

香港

中国

イスラエル

中国

マレーシア

301-350

201-250

201-250

44

52

=22

401-500

58

=119

401-500

132

=137

501-600

=27

40

501-600

201-250

30

301-350

501-600

99.1 

97.3 

95.9 

93.1 

90.7 

81.3 

81.2 

80.6 

79.4 

79.4 

76.9 

76.4 

74.5 

74.2 

74.2 

72.5 

71.8 

71.4 

71.4 

71.3 

順位 教育機関 世界ランク
（総合）

被引用
論文国/地域

被引用論文 アジアTOP20

バボルノシルバニ工科大学

キング・アブドゥルアズィーズ大学

蔚山科学技術大学

香港科技大学

南洋理工大学

シンガポール国立大学

クエイド・イ・アザーム大学

香港中文大学

香港城市大学

ヨルダン科学技術大学

中国科学技術大学

浦項工科大学

藤田保健衛生大学

北京大学

香港大学

華中師範大学

エルサレム・ヘブライ大学

清華大学

カリファ大学

トゥンク・アブドゥル・ラーマン大学（UTAR）

　「
教
育
」
と
同
じ
く
評
判
調
査
が
最

も
大
き
な
比
重
を
占
め
る
。
研
究
助
成

金
お
よ
び
研
究
関
連
収
入
は
、
そ
の
獲

得
効
率
に
よ
っ
て
競
争
力
の
高
さ
を

測
っ
て
い
る
。
研
究
者
数
あ
た
り
の
論

文
数
は
学
術
生
産
性
を
示
し
て
い
る
。

　
日
本
で
は
京
都
大
学
が
ス
コ
ア
を

70
・
１
か
ら
78
・
６
に
伸
ば
し
、
ア
ジ

ア
内
で
順
位
を
１
つ
上
げ
て
い
る
。
２

研
究
の
生
産
性
向
上
と

レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

０
１
２
年
に
設
置
し
た
研
究
支
援
組
織

「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
」
に
は
現
在
約
40
人
の
＊
Ｕ

Ｒ
Ａ
が
所
属
し
、
研
究
強
化
や
、
海
外

へ
の
研
究
ア
ピ
ー
ル
を
進
め
て
い
る
。

　
ス
コ
ア
を
伸
ば
す
に
は
、
著
名
な
研

究
者
の
リ
ク
ル
ー
ト
が
最
も
効
果
的
だ

が
、
資
金
的
な
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
ま

ず
は
研
究
者
が
、
研
究
費
の
獲
得
や
論

文
登
録
数
の
向
上
に
注
力
で
き
る
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。
研
究

分
野
も
伸
び
し
ろ
の
大
き
い
人
社
系
に

も
力
を
入
れ
た
い
。

　
研
究
成
果
は
学
内
だ
け
で
な
く
、
国

内
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
認
知
さ

れ
る
よ
う
な
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
重
要

だ
。
研
究
に
つ
い
て
の
評
判
、
信
頼
を

高
め
る
こ
と
は
、研
究
の
活
用
や
引
用
、

研
究
費
や
研
究
者
の
獲
得
に
も
つ
な
が

る
。こ
の
よ
う
な
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
積
極
的
に
行
っ
て
い

き
た
い
。

中国

シンガポール

日本

中国

日本

香港

韓国

香港

香港

中国

シンガポール

中国

韓国

日本

中国

韓国

台湾

日本

イスラエル

日本

30

=22

46

=27

=74

40

=74

44

58

=177

52

=188

=95

201‒250

116

=111

=198

251‒300

201‒250

201‒250

93.2 

88.2 

85.2 

85.1 

78.6 

77.9 

71.2 

68.4 

64.4 

63.7 

63.0 

62.5 

59.2 

57.6 

57.5 

55.1 

54.7 

52.9 

52.1 

50.6 

順位 教育機関 世界ランク
（総合）

研究国/地域

研究 アジアTOP20

清華大学

シンガポール国立大学

東京大学

北京大学

京都大学

香港大学

ソウル大学

香港科技大学

香港中文大学

浙江大学

南洋理工大学

上海交通大学

韓国科学技術院（KAIST）

大阪大学

復旦大学

成均館大学（SKKU）

国立台湾大学

東京工業大学

テルアビブ大学

東北大学

　
学
生
や
教
員
を
国
外
か
ら
ど
れ
だ
け

呼
び
込
め
る
か
、
海
外
と
の
協
力
関
係

を
ど
れ
だ
け
築
け
て
い
る
か
が
評
価
さ

れ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
高
等
教
育

に
お
い
て
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に

な
る
分
野
だ
。
外
国
籍
の
教
員
・
学
生

の
割
合
を
高
め
る
こ
と
は
、
海
外
に
お

け
る
自
学
の
評
判
や
英
語
の
論
文
数
に

好
影
響
を
与
え
る
た
め
、
中
期
的
に
重

留
学
生
や
研
究
者
に

選
ば
れ
る
た
め
の
重
要
分
野

要
で
あ
る
。

　
英
語
圏
の
国
／
地
域
が
強
い
分
野

で
、
ア
ジ
ア
で
は
中
東
各
国
の
ほ
か
、

香
港
の
大
学
が
多
数
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て

い
る
。
日
本
に
と
っ
て
は
最
も
弱
い
分

野
だ
が
、
留
学
生
が
留
学
先
を
、
海
外

研
究
者
が
赴
任
先
を
選
ぶ
際
に
最
も
注

目
す
る
分
野
で
あ
る
た
め
、
ス
コ
ア
が

低
い
と
受
け
入
れ
先
と
し
て
選
ば
れ
に

く
い
。

　
海
外
向
け
の
広
報
活
動
、
外
国
人
向

け
の
生
活
環
境
の
整
備
、
英
語
の
み
で

卒
業
で
き
る
コ
ー
ス
の
設
置
、
外
国
籍

教
員
に
も
開
か
れ
た
教
員
採
用
の
し
く

み
と
待
遇
、
英
語
の
公
用
語
化
な
ど
、

取
り
組
め
ば
明
ら
か
に
効
果
が
出
る
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
被
引
用
論
文
で

述
べ
た
よ
う
な
国
際
共
同
研
究
の
推
進

も
大
切
だ
。
国
際
競
争
力
を
つ
け
る
た

め
に
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
国
際
性
。

日
本
の
伸
び
し
ろ
に
期
待
し
た
い
。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

カタール

香港

マカオ

サウジアラビア

シンガポール

シンガポール

サウジアラビア

レバノン

香港

サウジアラビア

香港

香港

香港

香港

サウジアラビア

マレーシア

401‒500

40

801‒1000

351‒400

301‒350

501‒600

601‒800

52

=22

501‒600

201‒250

501‒600

58

501‒600

401‒500

=119

44

=182

501‒600

351‒400

99.8 

99.5 

99.3 

98.7 

97.9 

97.4 

96.2 

95.9 

95.8 

95.1 

92.0 

87.5 

86.6 

85.5 

84.8 

84.4 

83.4 

79.9 

78.8 

77.0 

順位 教育機関 世界ランク
（総合）

国際性国/地域

国際性 アジアTOP20

カタール大学

香港大学

シャルジャ大学

マカオ大学

カリファ大学

ファイサル大学

シャルジャアメリカン大学

南洋理工大学

シンガポール国立大学

アラブ首長国連邦大学

キング・アブドゥルアズィーズ大学

ベイルートアメリカン大学

香港中文大学

キング・ファハド石油・鉱物大学

香港浸会大学

香港城市大学

香港科技大学

香港理工大学

キングサウド大学

マラヤ大学

　
比
重
は
小
さ
く
て
も
研
究
成
果
を
社

会
に
還
元
し
、
ま
た
大
学
の
収
入
を
増

や
す
う
え
で
は
長
期
的
に
影
響
力
の
あ

る
分
野
だ
。
日
本
が
比
較
的
強
い
分
野

だ
が
、
ア
ジ
ア
に
は
高
ス
コ
ア
の
大
学

が
多
く
、
域
内
Ｔ
Ｏ
Ｐ
20
以
内
の
半
数

以
上
が
中
国
と
韓
国
の
大
学
だ
。

　
産
業
界
か
ら
収
入
を
得
る
に
は
、
今

後
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
研
究
分
野
を
見
極

日
本
の
大
学
が
抱
え
る

４
つ
の
課
題

め
る
と
同
時
に
、
国
内
外
の
企
業
と
の

パ
イ
プ
を
組
織
的
に
作
る
こ
と
だ
。

　
産
学
連
携
を
進
め
る
経
済
産
業
省
大

学
連
携
推
進
室
に
よ
る
と
、
企
業
と
の

連
携
強
化
に
は
４
つ
の
課
題
が
あ
る
と

い
う
。①
組
織
と
し
て
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲

げ
共
同
研
究
を
提
案
・
実
行
す
る
「
本

部
機
能
強
化
」、②
人
件
費
を
含
め
た

研
究
費
に
関
す
る
「
企
業
と
の
合
意
形

成
」、③
知
財
や
リ
ス
ク
に
関
す
る
「
知

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」、④
ク
ロ
ス
ア
ポ

イ
ン
ト
制
度
な
ど
も
活
用
し
た
産
学
官

の
「
人
材
の
流
動
性
」
だ
。

　
国
も
産
学
連
携
を
支
援
し
よ
う
と
、

マ
ッ
チ
ン
グ
・
フ
ァ
ン
ド
方
式
に
よ
る

産
学
連
携
研
究
開
発
事
業
や
、
税
制
支

援
を
実
施
し
て
い
る
。
２
０
１
６
年
に

は
『
産
学
官
連
携
に
よ
る
共
同
研
究
強

化
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』を
発
行
、

前
述
の
課
題
に
つ
い
て
、
解
決
モ
デ
ル

と
な
る
大
学
事
例
を
示
し
て
い
る
。

=1

=1

=1

=4

=4

=4

7

=8

=8

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

中国

韓国

トルコ

中国

韓国

台湾

トルコ

台湾

中国

中国

韓国

中国

中国

中国

タイ

韓国

中国

イラン

サウジアラビア

シンガポール

=27

=95

601‒800

30

=137

501‒600

801‒1000

601‒800

801‒1000

401‒500

201‒250

601‒800

501‒600

801‒1000

601‒800

201‒250

501‒600

601‒800

501‒600

52

100.0 

100.0 

100.0 

99.8 

99.8 

99.8 

99.7 

99.6 

99.6 

99.4 

99.2 

99.1 

99.0 

98.9 

98.0 

97.7 

97.1 

96.4 

95.1 

94.0 

順位 教育機関 世界ランク
（総合）

産業界から
の収入国/地域

産業界からの収入 アジアTOP20

北京大学

韓国科学技術院（KAIST）

イスタンブール工科大学

清華大学

浦項工科大学

国立成功大学（NCKU）

アクデニズ大学

台北医学大学

中国石油大学（北京）

同済大学

延世大学（ソウルキャンパス）

北京航空航天大学

ハルビン工業大学

東北大学

キングモンクット工科大学トンブリ校

高麗大学

天津大学

シャリフ工科大学

キングサウド大学

南洋理工大学

特集●国際競争力を高めるための世界大学ランキング

研
究

被
引
用
論
文

産
業
界
か
ら
の
収
入

国
際
性

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

アラブ
首長国連邦

アラブ
首長国連邦

アラブ
首長国連邦

アラブ
首長国連邦

アラブ
首長国連邦

＊ ＵＲＡ：University Research Administrator＊日本で一番高かった大学は京都大学でスコアは93.8

＊日本で一番高かった大学は会津大学でスコアは67.5

30％

30％

2.5％

7.5％


